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２０１９年度 明治大学法科大学院 論文試験問題 

 

【小 論 文】 

 

問題  

京都市内にあるＫ大学のＹキャンパス周辺の立て看板（通称「タテ

カン」）をめぐる問題について論じた別紙の資料（２０１８年５月１

５日付「京都新聞」社説。以下「社説」という。）を読んで、以下の

設問に答えなさい。なお、解答は、解答用紙の所定の範囲に収まるよ

うに作成しなさい。 

 

設問１ この問題について、①京都市、②Ｋ大学、③（立て看板を設

置した）学生は、それぞれどのような立場からどのような見解

を表明しているか。社説から読み取ることができる三者の立場

と見解を述べなさい。 

 

設問２  社説は、設問１における三者の主張のほかに、新たな視点な

いし論点をあげている。そのような視点ないし論点を少なくと

も３つ述べなさい。 

 

設問３  設問１および２の解答を踏まえて、この問題をどのように解

決することが望ましいと考えるか、あなたの意見を述べなさい。 

 

 

※別紙資料として、京都新聞（2018.5.15 朝刊）『社説』を筆記試験

時に配付しました。（なお、出題にあたって一部改変しています。） 


